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色絵古九谷の誕生と 

有田地方の初期色絵の違いについての目利き鑑定 

福岡東洋陶磁美術館 館長 溝口 虎彦 

 
古九谷の初期色絵磁器伝世品の素地は、有田地方の初期色絵磁器伝世品の素地とは明らかに異なるもの

が多く見られます。 古九谷の素地は、旧九谷村にある古窯一号窯の陶片の大皿の素地と同質のものが多く、

陶片には皿の裏面の輪の線（染付け）や目跡が無いのも伝世品の大皿の素地と同じです。（写真１，２，３）   
素地の状態は有田地方の初期色絵の素地のほうがきめ細やかで且つ幾分透明性に富んだ美麗な素地であ

るのに対し、古九谷色絵の素地は幾分荒く、鉄分を含んで薄黒く沈んだように見えます。この事は、九谷

地方と有田地方の陶石の原料の違いによる他、水簸の状態によるものと思われます。これらのことを踏ま

え、古九谷と有田の初期色絵を比較分析し、その違いを私なりの考察を述べさせていただこうと思います。 
 
■古九谷初期上絵と有田地方の初期上絵の絵付技法の違いについて 
古九谷初期上絵の磁器絵付の技法は塗埋手と云われ、素地の粒子が有田地方のものよりも荒く（水簸の加

減にも依ります）、不純物（鉄分や他元素の微量混入）が入った薄黒い素地を抑える為、全面に濃厚に釉薬

が絵付されています。  
又、焼成中に釉薬の流れを防ぐための骨畫技法は、古九谷磁器に見られる伝統的技術であり、有田初期色

絵磁器には見られないものです（有田地方の磁器の上絵は釉薬を薄く焼き付けます）。有田地方の初期色絵

磁器には、広い絵付面積を厚く塗る技法は伝承されていません。 
 

■低温で焼成する上絵色絵の歴史を持つ中国伝来の古九谷の色絵について 
陶磁器の低温釉薬は、東洋に於いては中国にて発見・製作されたもので、銅元素の緑の鉛釉であり緑釉一

色の上絵色釉です。その後、日本へともたらされた歴史があります。この緑釉薬は長年使われており、漢時

代（一～三世紀）から隋時代（七世紀）まで続きました。  
二色以上の低温焼成の上絵色絵は唐時代（八世紀）になって発見・製作されたものです。その上絵色絵は

緑色彩・黄色彩・褐色彩が主なもので「唐三彩」と呼ばれ、その美麗な造形の陶器は世界中の愛陶家から高

い評価を集めています。  
唐時代を経て、宋時代（十二～十三世紀）になり、初めて高温焼成の焼物が制作されるようになりました。

いわゆる「磁器」の発明です。これ以降、中国では優れた影青や白磁等の硬質磁器が制作されるようになり、

景徳年間には焼物業の大都市が出現し、景徳鎮と名付けられました。 
その後、明時代（十五～十六世紀）になると磁器の上絵に多種の色絵を焼付するようになりました。中国

では「五彩磁器（写真４） 」と云われ、やがてこの色絵技術は日本へも伝授されていったのです。 
中国の明時代後半に五彩磁器が完成され、日本もその優れた技術の影響を受けましたが、一方で日本国内

でも色絵の開発が進み、赤・青・黄・緑・紫などの色絵釉薬を焼付した独自の五彩磁器が完成したのです。 
ここでは日本に於ける低温釉薬の上絵色絵の焼付に着目して古九谷と有田の違いを比較してみたいと思

います。 
・緑色上絵釉薬について 
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前述のように中国では漢時代（一～三世紀）から隋時代（七世紀）迄も単色の緑釉陶器が作られました。 
日本に於いては、桃山時代（十七世紀）に織部焼として最初に美濃地方で製作されました。銅元素による

高温焼成の陶器です。九谷と非常に近い隣接地であり、その技法も交流があったものと思われます。 
緑色色絵の「緑」はキリスト教の教義として「希望」を意味します。織部陶器の緑釉（写真５） や古九谷

磁器の緑釉もキリスト教からの影響があったのではないかと想像されます。 
・赤色上絵釉薬について 
有田地方の初期色絵の赤上絵は、古九谷磁器に見られるような光沢が無い幾分浅黒い色彩釉薬でしたが、

後に初代柿右衛門によって開発された赤色釉薬（写真６） は、明るくそして透明性を帯びています。泉山鉱

山の上質な陶石と相俟って、上質で美麗な明るい磁器が製作されています。 
・紫色上絵釉薬について 
この紫色釉薬の上絵は、日本に於いては初期より古九谷焼に見られる絵付であります。日本の磁器に於け

る上絵色絵の先駆けを為すものと思われます。中国に於いて、明時代に初めて発見された釉薬です （マン

ガン元素による色絵釉薬）。  
京焼の仁清も、紫釉薬について初期の段階ではかなり難しいと考えていたようで、弟子の乾山には結晶の

マンガン鉱物を使うようにと伝えています。つまり、紫色釉薬の開発は古九谷初期色絵のほうが先行されて

いたようです。仁清の作品には残念ながら美麗な紫釉薬の作品は見当たりません。特に、マンガン鉱山が九

谷村に存在している事から、日本国内で最初に使用された紫色上絵釉薬は九谷であろうと思われます。有田

地方の陶磁器には紫色釉薬は存在しません。 
また、中国の明時代初期に交趾の技法が南中国、ベトナム地方より（写真７） 京都の仁清、清水焼の交趾

の技法へ伝来されたものと思われます。 
 

■日本の初期色絵の先駆を為したものと考えられる九谷焼について 
九谷村の周辺は古九谷焼の磁器の素地や上絵色絵の釉薬に必要な鉱山に特に恵まれています。これらのこ

とからも九谷焼が日本の初期色絵の先駆けとなったものと考えることができます。  
次に九谷村周辺の素地、釉薬の原料となった鉱山名を記します。 

一、九谷陶石  素地 釉薬の原料 九谷町  
一、鉄鉱石  黄色 釉薬の原料 九谷町  
一、黄銅鉱  緑色 釉薬の原料 九谷町  
一、朱 石  赤色 釉薬の原料 九谷町  
一、マンガン結晶  紫色 釉薬の原料 九谷町  
一、花坂陶石  素地 釉薬  花坂町  
一、荒谷陶石  素地 釉薬  荒谷町 

（石川県九谷焼美術館資料より引用） 
 

■陶磁器に施された色絵釉薬の技術の伝来について 
陶磁器の色絵釉薬は中国から日本へと伝えられたものです。  
日本に於いて陶石が発見、採掘され始めたのは一六一六年（元和二年）前後で（場所は有田の泉山鉱山）

この年の前後が磁器製作の最初とされています。それ以前は唐津焼の陶器が盛んに製作された地域であり、

絵付は下絵の鉄絵のみの文様が描かれており、上絵の低温釉薬による色絵は存在していませんでした。  
一六三七年（寛永十四年）にはキリスト教の追放が始まり、島原の乱が起こり、有田皿山からはキリスト
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教信者が追放されました。そして四年後の一六四一年（寛永十八年）になると日本は鎖国を開始して外国人

の入国を禁止しました。また、中国ではこの年の三年後に内乱が起こり、明から清の時代へと革命が起こり

ました。そのため景徳鎮をはじめとする各地の窯場も閉鎖されました。職を失った陶工たちの一部が日本各

地の窯場に職を求め、技術者として色絵陶磁制作の指導や手伝いに携わったであろうと思われます。このよ

うな環境の下で、日本の色絵磁器の発見そして研究がなされたのではと考えられます。  
今日の有田、九谷、仁清等の初期色絵磁器の発展は、それぞれの窯元独自による技術の積み重ねと、数々

の苦難を乗り越えてきた並々ならぬ努力のたまものなのです。 
 

■古九谷色絵磁器の大皿について 
伝世品として同じ文様の図柄の大皿は存在しておりません。色絵古九谷の大皿は藩の御用品や献上品とし

て用いられました。加えて、勲功のあった家来への褒美として授けられ、家宝とされたものも多くあります。  
有田地方の色絵磁器は、輸出品として同じ図柄の文様も多く製作されており、目的、用途の違いが見られ

ます。  
初期古九谷の画風は狩野派の豪放華麗な文様をはじめ渋い深みのあるもの等、芸術性に富んだ作品が多く

見られます。 
 

■上絵の色絵開発と後藤才次郎 
古九谷は大聖寺藩初代藩主、前田利治の命により作られました。金工師であり大聖寺藩主に仕えた人物、

後藤才次郎を藩命により有田へ陶業修得に遣わしたといわれています。 
彼の派遣先や動向には諸説ありますが、その際、彼が出会ったのが中国の明から亡命してきた陶工達です。

彼らこそが後に後藤才次郎とともに九谷村にて古九谷窯を開いたのではないでしょうか。九谷村の周辺は陶

石鉱山や色絵釉薬元素を含む良質の鉱山が多く存在していました。この環境と、後藤才次郎をはじめとする

陶工達の並々ならぬ情熱と努力・研究により、古九谷焼の低温釉薬上絵や高温釉薬の下絵等の開発が進めら

れたと考えられます。 
古九谷に限らず日本陶磁の発展には、恵まれた土と石、人と技、それらに加えて東洋の優れた陶磁文化の

影響が強くうかがえます。  
今日、色絵古九谷、五彩磁、青手古九谷は、その高い芸術性に富んだ技術により、日本を代表する素晴ら

しい伝統工芸品として世界中の愛陶家を魅了しています。 
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